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サクランボを収穫しながら、
眼下に洞爺湖を眺める贅沢な時を
　洞爺湖が眼下に広がる絶好のロケーションにある佐伯農園。
丘陵地の一角にサクランボの木がまるで洞爺湖を見下ろすように
茂っています。7月～8月には事前予約で収穫体験が可能です。
時期によって対応品種は異なりますが、品種は「佐藤錦」「紅秀峰」
「南陽」「サミット」で、自分たちで収穫した分は有料で持ち帰り
もできます。
　サクランボの木は、佐伯昌彦さんの父親が退職を契機に趣味で
植えたものだそうで、以来30年以上、丹念に手を掛けて受け継いで
きました。「維持管理が大変だ」という佐伯さんですが、「農業に
ふれる機会なので収穫体験は続けていきたい」と話します。
　農園の入口には「おいしい野菜直売」の看板があり、直売所では、
初夏のグリーンアスパラガス・ミニトマトをはじめスイートコーン・
かぼちゃ、秋には冷涼な気候を好むセロリなど旬の野菜が並び
ます。基本は無人営業で、規格外品を安価で提供することが
モットー。土づくりを徹底し、ミニトマトやセロリは北海道安心
ラベル「YES!clean」に登録。グローバルGAPの認証も取得して
います。現在は息子の範彦さんが加わり、安全・安心な農作物
づくりに日々励んでいます。

ミニトマトを栽培しているハウスで緑肥作物を植え、
春に備えている昌彦さん

サクランボの木がある農地からは
洞爺湖が一望できる

範彦さんのインスタグラムには
楽しげな農作業の様子が。
ぜひチェックを!  @norihiko.saeki

「ふれあいファーム」への登録を希望する農場は、各市町村の農政担当課へお問い合わせください。
①シンボルプレート（看板）の無料配付、 ②道のＨＰや本誌での紹介、 ③取組に対する補助などの支援が受けられます（詳しくは上記HPを参照）。

農業体験など、農業・農村の魅力とふれあう機会を提供する農場
として北海道が登録する農場です。2024年12月現在、608施設
が登録されています。
※訪問される際には、事前に直接営業状況などを農場にご確認ください。

「ふれあいファーム」の情報はこちら
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/nsi/hureaifarm/hureai-top.html

体験 収穫体験 飲食 ソフトクリーム等の
販売やレストラン

農村には、おいしく楽しい体験があふれています。農村へ出かけてみませんか？

洞爺湖町
佐伯農園
洞爺湖町字洞爺町417
０１４２-８２-５４７４
https://www.instagram.com/norihiko.saeki/

住所 体験内容
TEL
URL

体験 直売

サクランボ収穫

ふれあいファームへふれあいファームへようこそようこそ

胆振編

ふれあいファームとは

※Googleマップのマイマップ機能を利用して作成しています。
　お使いのアプリやブラウザによっては正しく表示されない場合があります。
　詳しい使い方はGoogle公式サイトをご覧ください。

デジタルマップ
本誌に掲載している農園情報は
スマートフォンでも確認できます!
ナビにもご活用いただけます。

近くのふれあい
ファームをさがそう！

Pick
Up!

幸来村

佐伯農園

レークヒルファーム

宿泊 ファームインなど
宿泊施設直売 農産物、加工品の販売

さっくるむら

0910 神奈川県 30代
農業従事者の方のお仕事の内容や工夫されている事を知れて、国内産の野菜やお肉をもっと積極的
に食べたいと思いました。ふれあいファームやファームインについては知りませんでしたが、次回北海道
を訪れる際はぜひ体験してみたくなりました。

国内産の野菜やお肉を意識的に選んでいただくことで、日本の農家さんの応援にもつながります。また、北海道での農業体験
を通じて、さらに北海道の魅力を感じていただけると思うので、是非チャレンジしてみてください！ 読者より編集者より mai l


